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平
成
19
年
６
月
定
例
会
は
、
６
月
５
日
か
ら
６
月
18
日
ま
で
、
14
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
19
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提

出
議
案
26
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
て
閉
会
し
ま
し
た
。

編集・発行　八戸市議会  八戸市内丸一丁目 1 番 1 号 　☎ 43-2111 内線 404　

平成 19 年度 6月補正予算

　 　一般会計補正額　6,081 万 5 千円 　補正後の予算額　813 億 2,081 万 5 千円

主なもの　○コミュニティ助成補助金････････････････････････････････････････ 23,900 千円

　　　　　○税徴収指導員経費･･･････････････････････････････････････････････ 1,140 千円

　　　　　○合併記念多目的広場管理経費･････････････････････････････････････ 5,500 千円

　　　　　○自主防災組織育成助成補助金･････････････････････････････････････ 3,300 千円

　　　　　○運動部活動等活性化推進事業費･･･････････････････････････････････ 1,794 千円

　　　　　○学校図書館支援センター推進事業費･･･････････････････････････････ 5,000 千円

　6 月 16 日、八戸・久慈自動車道「八戸南道路」開通式（妙字大開地内）

が開催されました。

はちのへ市議会だよりは、市のホームページでもご覧になれます。　

http://www.city.hachinohe.aomori.jp

2007 年 ( 平成 19 年 )7 月 20 日発行   
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が
示
さ
れ
た
際
に
は
、
建
設
場
所
や
施

設
内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
全
体
の

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
る
よ

う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

市
制
施
行
八
十
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　

へ
の
取
り
組
み
は

　

自
由
民
主
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

坂　

本　

眞　

将

［
問
い
］　

市
制
施
行
八
十
周
年
記

念
事
業
実
施
に
向
け
た
現
時
点
で
の
状

況
と
、
市
民
参
加
型
の
事
業
と
し
て
取

り
組
む
考
え
は
。

［
答
え
］　

市
で
は
、
平
成
二
十
一

年
五
月
一
日
に
市
制
施
行
八
十
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
今
日
の
八
戸

市
を
築
き
上
げ
て
き
た
先
人
の
労
苦

に
感
謝
し
、
よ
り
一
層
の
市
勢
発
展

へ
の
契
機
と
す
る
た
め
、
記
念
事
業

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
昨
年
八
月

に
庁
内
各
部
筆
頭
課
長
を
中
心
と
し

た
庁
内
連
絡
会
議
を
開
催
し
た
。

　

今
後
、
市
長
、
副
市
長
、
部
長
な

ど
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
来
年

度
内
に
記
念
事
業
を
決
定
す
る
が
、

そ
れ
ま
で
の
間
、
当
委
員
会
に
市
や

関
係
機
関
の
職
員
、
公
募
に
よ
る
市

民
を
加
え
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
設
置
し
、
事
業
実
施
に
向
け
て
検

討
や
調
整
を
図
る
予
定
で
あ
る
。

　

記
念
事
業
に
関
し
て
は
、
市
民
や

団
体
が
自
ら
企
画
、
実
施
す
る
事
業

を
広
く
公
募
す
る
こ
と
に
よ
り
、
多

く
の
市
民
が
参
加
す
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。

う
み
ね
こ
学
園
・
い
ち
い
寮
の    

　
　
　

民
間
移
譲
の
考
え
方
は

　
　
　
　

  

社
民
党
・
市
民
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　

 

松　

橋　
　

知

［
問
い
］　

う
み
ね
こ
学
園
・
い
ち
い
寮

の
民
間
へ
の
移
譲
先
や
選
定
方
法
な
ど

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

［
答
え
］　

両
施
設
に
つ
い
て
は
、
来
年

四
月
か
ら
公
募
に
よ
る
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
予
定
し
て
い
た
。

　

し
か
し
、
本
制
度
で
は
、
数
年
ご
と

に
運
営
主
体
が
変
わ
る
可
能
性
が
あ
り
、

保
護
者
で
組
織
す
る
親
の
会
な
ど
か
ら
、

利
用
者
の
安
心
感
が
損
な
わ
れ
る
と
の

意
見
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
庁
内
で
検

討
し
た
結
果
、
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
可
能
な
民
間
移
譲
に
方
針
を
転
換

し
た
。 

　

そ
の
移
譲
先
お
よ
び
選
定
方
法
に
つ

い
て
は
、
来
年
四
月
の
移
譲
に
向
け
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
土
地
、
建
物
な
ど
の
移
譲
方

法
と
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
親
の
会
か
ら
は
、
民
間
移
譲

に
つ
い
て
理
解
を
得
て
お
り
、
今
後
も

そ
の
意
向
を
尊
重
し
、
事
務
を
進
め
て

い
き
た
い
。

（
仮
称
）
是
川
縄
文
館
で
の
合
掌

す
る
土
偶
の
展
示
を
効
果
的
に

　
　
　
　
　

  

諸　

派

　
　
　
　
　
　
　

 

伊　

藤　

圓　

子

［
問
い
］　

（
仮
称
）
是
川
縄
文
館
で
展

示
す
る
合
掌
す
る
土
偶
に
つ
い
て
、
見

る
人
の
心
に
響
く
よ
う
効
果
的
に
展
示

す
る
方
法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

［
答
え
］　

風
張
遺
跡
の
発
掘
調
査
で

発
見
さ
れ
た
合
掌
す
る
土
偶
は
、
両
手

を
合
わ
せ
、
両
足
を
曲
げ
た
ポ
ー
ズ
か

ら
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
土
偶
は
、
縄
文
時
代
後

期
の
完
全
な
形
で
出
土
し
た
国
内
唯
一

の
資
料
で
あ
り
、
同
時
に
発
掘
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た

　
　
　

 

都
市
公
園
の
整
備
を

 
 
 

　
　

 

社
民
党
・
市
民
連
合

　
　
　
　
　
　
　

 

山　

名　

文　

世

［
問
い
］　

地
域
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し

た
都
市
公
園
の
整
備
に
対
す
る
考
え
は
。

［
答
え
］　

都
市
公
園
に
は
、
街
区
公

園
や
近
隣
公
園
、
地
区
公
園
な
ど
の
種

別
が
あ
り
、
現
在
二
百
七
十
四
カ
所
整

備
し
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
地
域
住
民
に
身
近
な
街

区
公
園
や
近
隣
公
園
の
大
部
分
は
、
土

地
区
画
整
理
事
業
や
住
宅
団
地
整
備
な

ど
の
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
よ
り
適

切
に
配
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
主
に

市
街
化
区
域
内
に
整
備
し
て
い
る
。

　

一
方
、
市
街
化
区
域
外
で
は
、
南
郷

区
、
是
川
、
八
幡
、
市
川
町
高
屋
敷
、
大

久
喜
地
域
に
、
農
村
集
落
な
ど
に
お
け
る

居
住
者
の
憩
い
の
場
と
し
て
、
十
四
カ
所

の
農
村
公
園
を
設
置
し
て
い
る
。

　

今
後
の
公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
地

域
の
状
況
や
費
用
対
効
果
、
地
域
バ
ラ

ン
ス
な
ど
を
考
慮
し
、
検
討
し
て
い
く
。

通
年
多
目
的
型
の
屋
内

 

ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
建
設
を

　

自
由
民
主
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

上　

条　

幸　

哉

［
問
い
］　

県
立
屋
内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
を
、
通
年
多
目
的
型
と
し
て
建
設
す

る
よ
う
要
望
す
る
考
え
は
。

［
答
え
］　

通
年
多
目
的
型
の
屋
内
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト
の
競
技
施
設
の
ほ
か
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
施
設
と
し
て
も
活
用
で
き

る
な
ど
、
幅
広
い
用
途
に
利
用
で
き
る

施
設
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

将
来
、
屋
内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
新

設
構
想
が
具
体
化
し
て
き
た
場
合
に
は
、

国
内
の
屋
内
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク
の
利
用

例
な
ど
も
含
め
、
管
理
運
営
に
も
配
慮

し
た
、
当
市
に
最
も
適
し
た
施
設
の
建

設
を
、
県
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
県
に
お
い
て
建
設
す
る
方
向

市政に対する

　財政、観光行政、環境行政、教

育行政など、145 項目の質問の中

から質問議員 1 人につき 1 項目を

取り上げ、要旨を掲載しました。

うみねこ学園

一  般  質  問
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土
器
、
石
器
な
ど
と
と
も
に
、
平
成
九

年
六
月
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

　

（
仮
称
）
是
川
縄
文
館
の
展
示
基
本

設
計
で
は
、
風
張
遺
跡
の
重
要
文
化
財

指
定
品
を
展
示
す
る
風
張
美
術
ギ
ャ

ラ
リ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
し
て
お
り
、

合
掌
す
る
土
偶
は
、
我
が
国
を
代
表
す

る
土
偶
に
ふ
さ
わ
し
い
、
存
在
感
の
あ

る
展
示
に
な
る
よ
う
、
そ
の
方
法
を
検

討
し
て
い
く
。

エ
ス
タ
シ
オ
ン
の
設
立
目
的
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
容
は

　
　
　
　
　

 

政
風
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

 

三　

浦　

博　

司 

［
問
い
］　

エ
ス
タ
シ
オ
ン
の
事
業

内
容
と
設
立
目
的
、
ま
た
市
と
し
て
の

関
与
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

［
答
え
］　

エ
ス
タ
シ
オ
ン
は
、
八
戸

Ｔ
Ｍ
Ｏ
推
進
会
議
の
ソ
フ
ト
事
業
委
員

会
が
企
画
立
案
し
、
若
者
の
自
主
的
な

活
動
拠
点
と
し
て
、
昨
年
十
二
月
に
整

備
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
設
置
は

本
年
十
月
ま
で
の
期
間
限
定
の
事
業
で

あ
る
。

　

現
在
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
実
現

ス
ペ
ー
ス
や
交
流
の
場
と
な
る
「
ま
ち

な
か
サ
ロ
ン
」
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
若

活
動
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
（
仮
称
）
八
戸
市
中
心
市

街
地
地
域
観
光
交
流
施
設
の
建
設
予
定

地
内
に
あ
る
空
き
店
舗
を
提
供
し
て
お

り
、
若
者
に
よ
る
中
心
市
街
地
の
に
ぎ

わ
い
創
出
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
早
期
導
入
を

　
　

公
明
党

　
　
　
　
　
　
　
　

夏　

坂　
　

修

［
問
い
］　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
必
要
性

に
つ
い
て
の
認
識
と
早
期
導
入
に
向
け

た
今
後
の
取
り
組
み
は
。

［
答
え
］　

救
急
医
療
で
は
、
早
期
治

療
の
開
始
が
、
救
命
率
の
向
上
と
重
篤

後
遺
症
の
軽
減
に
つ
な
が
る
た
め
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
は
大
変
有
効
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
民
病
院
が
、
地
域
中
核
病

院
と
し
て
、
広
く
救
急
医
療
を
提
供
す

る
た
め
に
は
、
早
期
導
入
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

本
年
六
月
に
実
施
し
た
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
フ
ラ
イ

ト
に
は
約
五
千
人
の
見
学
者
が
あ
り
、

市
民
の
期
待
も
十
分
あ
る
こ
と
か
ら
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
デ
モ
機
を
使
用
し
た

医
師
・
看
護
師
向
け
の
実
技
講
習
を
実

施
し
、
消
防
関
係
と
の
連
携
な
ど
、
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

県
に
対
し
て
は
、
平
成
二
十
年
度
の

最
重
点
事
業
と
し
て
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
、

実
現
に
向
け
働
き
か
け
て
い
く
。

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
の

　
　
　
　
　
　
　

策
定
計
画
は

 
 

自
由
民
主
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

豊　

田　

美　

好

［
問
い
］　

循
環
型
社
会
の
形
成
や
新

た
な
産
業
創
出
に
つ
な
が
る
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
の
策
定
計
画
は
。

［
答
え
］　

当
市
に
は
、
農
業
系
由
来

の
家
畜
排
泄
物
や
稲
わ
ら
、
林
業
系
由

来
の
製
材
廃
材
な
ど
の
各
種
バ
イ
オ
マ

ス
が
豊
富
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
民
間

企
業
が
主
体
で
、
こ
れ
ら
の
利
活
用
に

よ
る
家
畜
排
泄
物
の
堆
肥
化
や
製
材
廃

材
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
な
ど
を
図
っ
て
い

る
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
活
用
は
地
域
産
業
の
発
展
な
ど
に

貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、
各
種
施
策
に
よ

る
支
援
を
し
て
き
た
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
は
、
市
内

の
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
総
合
的
な
利

活
用
の
目
標
を
定
め
る
も
の
で
、
国
の

承
認
を
受
け
た
自
治
体
は
、
補
助
金
な

ど
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

本
年
度
内
に
構
想
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
の
一
層
の
促

進
を
図
っ
て
い
く
。

館
鼻
公
園
の
周
辺
整
備
と

　
　
　
　
　
　

  

歴
史
的
活
用
を

 
 

政
風
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

寺　

地　

則　

行

［
問
い
］　

近
隣
の
市
有
地
を
有
効

利
用
し
た
館
鼻
公
園
の
周
辺
整
備
と
、

歴
史
的
活
用
に
対
す
る
考
え
は
。

［
答
え
］　

近
隣
市
有
地
の
公
園
と
し

て
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
館
鼻
公
園
を

重
点
的
に
整
備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

た
め
、
今
の
と
こ
ろ
予
定
し
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
館
鼻
公
園
内
の
銅
像
や
碑
な
ど
、

市
の
歴
史
に
関
わ
る
貴
重
な
施
設
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
館
鼻
公
園
の
整
備
に
併
せ
、

説
明
板
の
設
置
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

　

な
お
、
近
隣
に
位
置
す
る
八
戸
測
候

所
が
本
年
十
月
か
ら
無
人
化
と
な
る
た

め
、
湊
地
区
の
歴
史
・
文
化
の
展
示
や

休
憩
場
所
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
国

に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

八
戸
駅
周
辺
を
核
と
し
た

　
　

西
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は

　
　
　
　
　
　
　
社
民
党

・
市
民
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大　

島　

一　

男

［
問
い
］　

地
区
住
民
が
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
が
で
き
る

地
区
協
議
会
を
設
置
す
る
考
え
は
。

［
答
え
］　

八
戸
駅
周
辺
地
区
は
、
新

幹
線
を
は
じ
め
と
す
る
高
速
交
通
の

結
節
点
と
な
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
り
、

人
・
も
の
・
情
報
の
交
流
の
拠
点
と
し

て
、
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
す
地
区
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
豊
崎
地
区
や
館
地
区
な
ど

は
周
辺
の
豊
か
な
田
園
環
境
を
保
全
し
、

そ
の
環
境
と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
地
区
と
考
え
て
い
る
。

　

地
区
協
議
会
は
、
住
民
が
主
体
と
な

っ
て
議
論
す
る
場
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
上
で
望
ま
し
い
組
織
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
設
置
に
向
け
て

前
向
き
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
西

地
区
に
お
い
て
も
、
住
民
自
ら
が
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
話
し
合

え
る
よ
う
な
場
づ
く
り
に
努
め
て
い
き

た
い
。

エスタシオン

　

者
を
中
心
と
す
る
市
民
の
さ
ま
ざ
ま
な
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議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
次
の
意
見
書
を

可
決
し
、
関
係
省
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

▽
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
の
見
直
し
を

　

求
め
る
意
見
書

意
見
書

消
防
出
初
め
式
と
観
閲
式
の

　
　
　

  
開
催
を
中
心
商
店
街
で

　
　
　
　

 
 

政
風
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

 
 

　

石　

橋　

充　

志

［
問
い
］　

消
防
出
初
め
式
と
観
閲
式
を

今
後
も
中
心
商
店
街
で
開
催
す
る
考
え
は
。

［
答
え
］　

平
成
二
十
年
消
防
出
初
め

式
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
年
一
月
六

日
に
、
観
閲
お
よ
び
分
列
行
進
は
中
心

商
店
街
で
、
式
典
は
八
戸
市
公
会
堂
で

開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

　

消
防
出
初
め
式
お
よ
び
観
閲
式
は
、

市
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
、
加
え
て
消

防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ
と
消
防
団
の
士
気
高

揚
に
効
果
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後

も
中
心
商
店
街
お
よ
び
八
戸
市
公
会
堂

で
開
催
す
る
考
え
で
あ
る
。

　

な
お
、
消
防
出
初
め
式
な
ど
は
、
市

全
域
の
安
全
を
守
る
重
要
な
活
動
で
あ

り
、
広
域
的
な
性
格
を
有
す
る
行
事
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
八
戸
市
公
会
堂
で
の

式
典
に
つ
い
て
は
、
開
催
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
、
会
場
確
保
に
努
め
て

い
く
。

正
規
雇
用
の
現
状
と
拡
大
策
は

　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　

畑　

中　

哲　

雄

［
問
い
］　

正
規
雇
用
の
現
状
と
拡
大

に
向
け
た
取
り
組
み
は
。

［
答
え
］　

昨
年
度
の
八
戸
公
共
職

業

安

定

所

管

内

の

有

効

求

人

数

は

五
万
三
千
四
百
三
十
四
人
で
、
そ
の
う

ち
正
規
社
員
は
三
十
九
・
八
％
、
非
正

規
社
員
は
六
十
・
二
％
で
、
依
然
と
し
て

非
正
規
社
員
の
割
合
が
高
い
状
況
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
市
で
は
、
新
規
高
卒

者
や
障
害
者
な
ど
の
常
用
雇
用
促
進
に

向
け
、
新
規
高
等
学
校
卒
業
者
雇
用
奨

励
金
制
度
お
よ
び
障
害
者
・
高
年
齢
者

等
雇
用
奨
励
金
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。

　

非
正
規
社
員
の
正
規
社
員
化
は
、
労

働
者
の
生
活
の
安
定
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、

機
会
あ
る
ご
と
に
地
元
企
業
や
誘
致
企

業
に
正
規
社
員
の
雇
用
を
要
請
す
る
と

と
も
に
、
企
業
誘
致
の
推
進
や
地
元
中

小
企
業
の
強
化
な
ど
、
雇
用
増
大
の
た

め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

老
朽
化
の
進
む
芭
蕉
堂
の
管
理
は

　
　

日
本
共
産
党
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　

松　

田　
　

勝

［
問
い
］　

老
朽
化
の
進
む
芭
蕉
堂
を

管
理
保
存
し
て
い
く
考
え
は
。

［
答
え
］　

類
家
二
丁
目
の
芭
蕉
堂
公

園
内
に
あ
る
芭
蕉
堂
は
、
第
三
代
八
戸

町
長
で
、
江
戸
時
代
以
来
の
伝
統
を
持

つ
八
戸
俳
諧
の
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
る

北
村
益
氏
に
よ
っ
て
、
昭
和
十
二
年
に

建
立
さ
れ
た
約
三
メ
ー
ト
ル
四
方
の
建

物
で
あ
る
。

 　　　　 
堂
内
に
は
木
彫
の
芭
蕉
像
が
収
め
ら

れ
、
当
市
の
俳
諧
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し

て
、
八
戸
俳
諧
倶
楽
部
は
も
と
よ
り
、

多
く
の
市
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。

 

芭
蕉
堂
と
そ
の
敷
地
は
、
都
市
公
園

と
し
て
市
が
管
理
し
て
い
る
が
、
最
近
、

建
物
の
壁
や
屋
根
な
ど
に
傷
み
が
み
ら

れ
、
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
。

 

今
後
、
建
物
の
調
査
を
す
る
と
と
も

に
、
ど
の
よ
う
な
管
理
が
最
善
な
の
か
、

地
元
町
内
会
や
関
係
団
体
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

▽
八
戸
市
多
目
的
交
流
広
場

　

条
例

　　

市
民
が
憩
い
、
集
え
る
多
様
な
交

流
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

イ
ベ
ン
ト
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
通
じ
た
市
民
の
相
互
交
流
の
促

進
お
よ
び
連
帯
感
の
醸
成
な
ら
び
に

中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

多
目
的
交
流
広
場
を
設
置
し
、
そ
の

管
理
を
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。 新

た
な
条
例

請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

継
続
し
て
審
査
す
る
も
の

▽
ア
メ
リ
カ
産
牛
肉
の
輸
入
条
件
の

　

緩
和
に
反
対
し
、
国
内
で
の
全
頭

　

検
査
を
維
持
す
る
予
算
措
置
の
継

　

続
を
求
め
る
請
願

▽
日
豪
、
日
米
な
ど
Ｆ
Ｔ
Ａ
・
Ｅ
Ｐ

　

Ａ
促
進
路
線
の
転
換
と
、
自
給
率

　

向
上
に
向
け
た
施
策
の
強
化
を
求

　

め
る
請
願

▽
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
創
設
に
あ

　

た
り
患
者
本
位
の
医
療
実
施
を
求

　

め
る
陳
情

▽
特
定
健
診
、
特
定
保
健
指
導
を
国

　

の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
る
よ
う

　

求
め
る
陳
情

本
会
議
を

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

　

本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
車
い
す
の
方
は
、
市
庁
本
館

三
階
議
会
で
、
テ
レ
ビ
視
聴
で
き
ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
七
十
九
人
の
傍
聴

者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
期
定
例
会
は
九
月
に
開
催
い
た
し

ま
す
。

　

な
お
、
六
月
定
例
会
の
会
議
録
は
、

九
月
に
発
行
す
る
予
定
で
す
。

芭蕉堂

  　

八
戸
市
議
会
で
は
、
情
報
公
開
の
一

環
と
し
て
、
本
年
七
月
一
日
か
ら
議
長

交
際
費
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
内
容
は
、
本
年
四
月
分
か
ら

と
な
り
ま
す
。

　

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
議
長
交

際
費
の
公
表
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

議
長
交
際
費

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表


